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THE Y’S MENDS CLUB OF NAGANO 

        AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MENDS CLUBS 

２０1８～２０1９年度主題 

国 際 会 長 主 題「私たちは変えられる」“Yes,we can change” 

ア ジ ア 会 長 主 題「アクション！」“Action”” 

 東 日 本 区 理 事 主 題「為せば、成る」 

  あ ず さ 部 部 長 主 題「未来はそれに備える人のものである」 

  長野クラブ会長主題”Change, challenge、and  charge”変わろう 挑戦しよう そして充電しよう 

このことば 

「敬天愛人」 

道は天地自然の物にして、人はこれを行うものなれば、天を敬するを目的とす。天は我も同一に愛し給ふゆえ、 

我を愛する心を以って人を愛する也。   

                            西郷隆盛  『南洲翁遺訓』より抜粋 
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そして皆さんのお考えを聞かせてください。 

 

  

 

 

 

    

  

 

 

  

  

 

                              

 

 

 

 

 

8月のデータ 

在籍会員   １３名  

例会出席者   ７名 例会出席率５２％ 

ゲスト    ３名 

会長  森本俊子 

副会長  福島貴和 

書記    小林美彦 

会計  倉石美津子 

ブリテン  堀内雅俊 

担当主事  露木淳司 

 

      9月例会          

 日時 2018年 9月 19日（水）6:30pm~ 

会場 レストランやま  

司会 福島 Y’s 

１．開会点鐘            会長 

２．ワイズソング、ワイズの信条 

３,  会長あいさつ       会長   

４． ゲスト紹介         会長 

５、報告 石巻への植樹行計画  

６. 卓話「楠ワイナリーの今」 

             楠 茂幸氏 

７．ワイズディナー   

                          

８、西日本豪雨災害に対するワイズ募

金、 

９、ニコニコ募金（,桜植樹など） 

９．パピーバースデイ（倉石、森本 Y’s） 

１０．閉会点鐘         会長 

                                 

     

 

          

    

    気づいたこと           森本俊子 

 

 この間まで猛暑に悩んでいたのが何だったのかと思うほどに

「秋」の訪れを感じるこの頃です。体調はいかがですか。私はよ

うやく懸案事項に手を付ける気になってきたというのが本音で

す。ワイズの活動のおかげかバスに乗っても、車いす席があっ

たって、実際に車椅子の人がバス停に待っていたらこのバスは

対応してくれるだろうか、同乗のお客さんはどう対応してくれるだ

ろうか、などと気になるようになってきました。 

 ドラマ「西郷どん」で薩長同盟締結が危うい場面になった時、西

郷と桂が一枚の写真を見る場面があり、それが、イギリスに留

学している両藩の若者たちが仲良さそうに談笑している写真だ

ったので、「異国にいて若者たちが仲良くしているのに自分たち

がいがみ合っている場合ではない」と気づく場面があり、福島ワ

イズが力を入れているイスラエルとパレスチナの若者が日本で

共同生活をすることにより、理解しあい、やがては協力して両国

が仲良くなれるといいなあと、改めて活動の意味を感じたりして

います。まず、気づくことからはじめましょう。 

例会のご案内 

毎月第３水曜日 （9月１９日） 

１８時３０分から２０時３０分 

ところ レストラン やま 

連絡先 会長または書記へ 

tokoton921@gmail.com（森本会長） 

f69a9n@bma.biglobe.ne.jp（小林書記） 

 

 

mailto:f69a9n@bma.biglobe.ne.jp


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

８月の例会報告 

 

出席者 久保田恵子、倉石美津子、小林美彦、玉木一成、福島貴和、堀内雅俊、森本俊子、 

ゲスト 長澤定人さん、山岸さん、大日方さん 

卓話は、１０月に植樹する桜の苗木を提供してくださる長澤定人さんに「桜の苗木を育てるわ 

け」と題してお話していただきました。 

 長澤さんは長野環境パートナーシップ会議、小生物環境育成プロジェクトの一員として松代

町の松代城跡一帯のソメイヨシノの後継木を作る計画を立て、寿命の長いエドヒガン桜を後継

種に選びました。東寺尾という地区の民家（若林家）で樹齢２００年とされ「近隣では最も美

しい桜」と賞される古木から種をとり、２０１５年に蒔いた種が発芽、その幼木２５０本ほど

に接ぎ木を行い、町内の小学校（豊栄）や地元の住民にも苗木を提供してきました。育苗の指

導は全農林省育苗試験場長の現在８７歳、松代町殿町日暮庵のオーナー八田幸三さんです。 

 エドヒガンは通称”千本桜”と呼ばれ、テングス秒にかからず、花も見事で、小川村立屋の

口止め番所跡に植栽されて、全国的にも有名になっているのもエドヒガン、芋井の神代桜も有

名です。マツシロベニエドヒガンという名前は、信州大学教育学部の元教授和田清さんの提案

で命名しましたが、実生の苗なので交配によってはいろいろな色が出る可能性があります。私

の畑にはまだまだ６００本の苗が育っています。この桜を私たち老人は次世代に夢を託したい

と育てているのです。と、カラー写真入りの資料まで作ってお話してくださいました。一同大

感激したのは言うまでもありません。 

この日はほかに、西日本豪雨災害へのクラブ内募金も行いました。 

この後、石巻広域ワイズメンズクラブ 清水弘一さんから相談の連絡をいただき、各所調整

の結果植樹会は正式に１０月１５日（月）午後２時からと決まりました。また、追加で阿部か

よ子ワイズが施設長を務める社会福祉法人石巻祥心会、障害福祉施設「くじらのしっぽ」 の

施設公園整備のためにも植樹を希望しているとのことで、長澤さんにお願いしました。快諾し

てくださったばかりか、一緒に石巻まで行ってくださるとの話になりました。 

 なお、植樹会は、教え石を作った荻浜中学校生徒９名（全校？）教職員３名、地区行政委員

会、支所職員など６，７名に加え、仙台 YMCA東京むかでクラブ、神戸ポートクラブ、仙台や石

巻広域クラブから２０名近くが参加なさいます。神戸ポートクラブの大野勉ワイズは西日本区

の直前理事で長野クラブには特になじみ深い方です。東京むかでクラブは神戸ポートクラブと

DCを結んでおり、しかも、野尻学荘を支援してもおり、この教え石の建立については同クラブ

の城井廣邦 ワイズがプロデューサーです。石の除幕式は昨年１０月２８日に行われました。前

の晩交流会をとお誘いいただいています。いける方はご一緒しましょう。大旅行になります。 

１０月はこのほか１７日の例会に廣瀬あずさ部長の公式訪問、１０月 20日に甲府市であずさ部

会があります。まるで盆と正月が一緒に来るみたいです。  （森本記） 

 

《あずさ部会》 

日時  2018年 10月 20日（土） 11：30（登録開始） 12：00 ～ 15：30 

◎場所 岡島ローヤル会館 ８階 ゴールドルーム 

      甲府市丸の内１－２１－１５  ℡055-231-0680 

◎講演 「うつ病と認知症の予防」 ～生活習慣とよい眠り（深睡眠）からの提言～  

      甲府２１クラブ功刀弘メン（精神科医） 

 

     

 



 

あずさ部会の要綱 

   10月 6日までに出欠を出します。森本まで教えてください。 

◎日時  2018年 10月 20日（土） 11：30（登録開始） 12：00 ～ 15：30 

 

◎場所 岡島ローヤル会館 ８階 ゴールドルーム 

      甲府市丸の内１－２１－１５  ℡055-231-0680 

 

◎講演 「うつ病と認知症の予防」 ～生活習慣とよい眠り（深睡眠）からの提言～  

      甲府２１クラブ功刀弘メン（精神科医） 

 

◎アトラクション  

  第一部 山梨英和高校聖歌隊 合唱・ハンドベル 

  第二部 みんなで楽しく歌おう  指導：杉田博子（歌唱）・依田和枝（ピアノ）・滝本はる美（ピアニカ） 

  第三部 杉田博子ソプラノ独唱      

 

◎会費 メン 5,000円 メン（女性）・メネット 2,000円 ゲスト 5,000円 

 

 

         黒部ダムへ行ってきました。       小林美彦 

 

信州ユニバーサルサポーターズで ８月２４日黒部ダムへ行ってきました。あいにくの雨日和で

したがかえって連日の猛暑を避けることができてよかったと思います。今シーズンでおしまいにな

る、日本でここにしかないというトロリーバスに扇沢の駅から乗りました。乗る前に駅員さんの口

上が面白いからぜひ聞くようにとメンバーが教えてくれました。確かにひょうきんで楽しい口上で

した。おかげで、上では食べる気もないのに、特製のマス寿司をお土産に買ってしまったほどです。

実際に乗るときは、駅員さんが連携して親切に乗せてくださり一同気持ちよくダムまで行くことが

できました。バスは何台もあるので、行きはほとんど貸し切りのようにしていただきました。階段

を避けてトンネルの中の坂道を案内していただきありがたかったです。雨を避けたりしながらも、

ダムの放水の様子を見たり、記念撮影をしたり、工事で殉職された方たちの慰霊碑をお参りしたり

しました。扇沢に降りてから名物ダムカレーを食べたり楽しい遠足になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
これからの予定 
 
10 月 15日石巻へ植樹に（14日出発） 
10 月 17日（水）10 月例会広瀬あずさ部長訪問 
10 月 20日（土）あずさ部部会 
       ホスト甲府２１クラブ 
２０１９年 2月９日（土）あずさ部第二回評議会ホスト

は八王子くｒアブ 
２０１９年５月１１日（土）長野クラブホストトで、 

あずさ部第三回評議会 

 
 クラブ費の振り込みをお願いします 
ワイズ会費を払うことが、ワイズ活動のボランティア参
加に直結しています。 
今年度前期会費（７月～１２月）１８０００円のお振り込みを
お願いします。（1 年分は 36000 円です） 

八十二銀行 昭和通営業部番号 214) 
        普通預金 口座番号 871118 

長野ワイズメンズクラブ会計 
       倉石美津子 

 

 YMCA たより                         露木淳司 

 現在の会館取り壊しに対する山梨県からの補償金だけでは十分な事業内容を備えられな

いとして、ワイズの皆様には建設募金をお願いする次第ですが、加えてこの夏、新会館の

中で計画している 2つの事業に対する助成金の申請にトライしました。 

 内閥府に対する企業主導型保育施設への助成申請と甲府市に対する発達障害児支援施設

への助成申請の２つです。これが獲得できれば、念願の“YMCA for ALL”を実現するプロ

グラム展開が可能になります。 

 生まれたての 0 才児と 100 才を迎えようとするお年寄りが、ひとり屋根の下で共に過ご

す空間が誕生します。合わせて、障がい児や留学生たちが共に交わる環境を目指します。 

 この新会館でできることは小さなことかもしれません。でもこのチャレンジが実を結べ

ば、地域共生社会の縮図として一つのモデルとなり、甲府から全国に向けてムーブメント

を引き起こせるかもしれません。 

 どうか皆様、この助成金の申請が無事通りますように祈りに加えていただければ幸いで

す。そして、この夢の実現に向けて。皆様の力をお貸しください。 


